
【改訂第2版】

環境対応型 1液型水性有機・無機ハイブリッド樹脂外壁用塗料

カタログ

N03237

「1液で取り扱いやすく！」
「簡単施工で超高耐候性の製品を！！」
というご要望に応えました！

「1液で取り扱いやすく！」
「簡単施工で超高耐候性の製品を！！」
というご要望に応えました！



特長特長

測定時間（h）

●促進耐候性試験結果 S-UV　60°光沢保持率（自社試験）　

超高耐候性
高い耐久性能をもつハイブリッド樹脂
に加え、紫外線によるダメージ対策と
して、独自に2種類の「ラジカル制御技
術」を採用！ 1液水性フッ素樹脂塗料
と同等以上の優れた耐候性により、長
期にわたり建物を保護します。

1

作業性・乾燥性
1液水性タイプで臭気も少なく、作業性・乾燥性に優れています。

2

防かび・防藻性
外壁の美観を損なうかびや藻の発生を抑制します。

5

遮熱性
「シルビア１液ハイブリッドセラ遮熱」は室内への熱の侵入を軽
減し、快適な居住空間に貢献します。

6

安全性
水性塗料で臭気も少なく、シックハウス対策、学校安全衛生基
準、厚生労働省の規制を受ける化学物質は含有していないため、
安全性に優れています。

3

優れた低汚染性
市販品の1液水性フッ素樹脂塗料と比較し、硬く緻密で、汚れに
くい塗膜を形成します。

4

●遮熱性能試験結果
●基材：スレート板　●色相：R-820P　●300Wレフランプ：照射距離15㎝

シルビア1液
ハイブリッドセラ遮熱

市販品1液水性
フッ素樹脂塗料
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シルビア1液ハイブリッドセラ

市販品1液水性フッ素樹脂塗料

市販品2液水性シリコン樹脂塗料

市販品1液水性シリコン樹脂塗料
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有機の柔軟性と無機の
硬さがバランスよく組み
合わされた緻密なハイ
ブリッドタイプ樹脂です。
※図はイメージです。

●コンクリート・モルタル・金属面の塗装
●複層仕上塗材のトップコート
●スレート板、窯業系サイディングボード、無機ボードなどの塗装
●PC板・コンクリートパネルなどの塗装
●改修工事のトップコート

主な用途主な用途

標準色 標準色
●R-801
●R-802
●R-803
●R-804
●R-805

●R-806
●R-807
●R-808
●R-809
●R-810

●R-811
●R-812
●R-813
●R-814
●R-815

●R-816
●R-817
●R-818
●R-819
●R-820

●シルビア１液ハイブリッドセラ（20色）

※色相は｢EXTERIOR COLOR SAMPLE｣をご参照ください。
※シルビア１液ハイブリッドセラの標準色以外の色相（特注色）は、日本
塗料工業会発行「塗料用標準色」の彩度区分A、B、C、D、Fが調色可能
範囲の目安です。

●R-804P
●R-805P
●R-806P
●R-807P
●R-808P

●R-814P
●R-815P
●R-818P
●R-819P
●R-820P

●R-821P
●R-822P
●R-828P
●R-829P
●R-834P

●R-839P
●R-840P
●R-841P
●R-843P
●R-845P

●R-847P
●R-849P

●シルビア１液ハイブリッドセラ遮熱（22色）

※色相は｢EXTERIOR COLOR SAMPLE【改訂第2版】｣以降をご参照ください。
※●R-809P、●R-810Pは含まれていません。
※シルビア１液ハイブリッドセラ遮熱は、標準色以外の色相に対応できません。

●シルビア１液ハイブリッドセラ、シルビア１液ハイブリッドセラ遮熱は、艶調整に対応できません。

●防かび試験

シルビア1液ハイブリッド
セラ/市販品塗料をそれぞ
れ塗布したろ紙をかび水
溶液に浸漬し、4週間後に
かびの生育状況を目視評
価しました（JIS Z 2911
の塗料試験に準拠）。

●防藻試験

シルビア1液ハイブリッド
セラ/市販品塗料をそれぞ
れ塗布したろ紙を藻水溶
液に浸漬し、4週間後に藻
の生育状況を目視評価し
ました。

▲シルビア1液
　ハイブリッドセラ

▲市販品塗料

▲シルビア1液
　ハイブリッドセラ

▲市販品塗料



標準色20色
（特注色可能）

淡グリーン
（カラークリヤー）

色相製品名

16㎏

荷姿 塗装方法・希釈量

下
塗
り
兼
中
塗
り
中
塗
り

上
塗
り

下
塗
り

ホワイト系

16㎏セット A液：14㎏
B液：  2㎏｛

  4㎏セット A液：3.5㎏
B液：0.5㎏｛

クリヤー 15㎏、4㎏

シルビア１液
ハイブリッドセラ

標準色22色
（特注色不可）

16㎏シルビア１液
ハイブリッドセラ遮熱

シルビアサーフ

ホワイト系

16㎏

12㎏

●中毛ローラー……0.5～1.6㎏
●砂骨ローラー……0～0.5㎏

●砂骨ローラー……0～0.36㎏

水

水

─

─NTダンネツベース

ホワイト系 10㎏ ●砂骨ローラー……0～0.3㎏ 水 ─NTダンネツコート

NT水性カチオンプライマー

エポラオールプライマー
グレー
赤サビ
遮熱ホワイト

●ローラー、刷毛……0～0.8㎏
●スプレー……………0～1.6㎏

●ローラー、刷毛……無希釈

●ローラー、刷毛……無希釈

希釈剤 可使時間
（23℃）

塗装間隔
（23℃）

水

水

─

─

─

─

─ 2時間以上72時間以内

12時間以上72時間以内

12時間以上72時間以内

16時間以上72時間以内

16時間以上72時間以内

●ローラー、刷毛……無希釈 ─ 6時間以内エポラ浸透遮熱プライマー 12時間以上72時間以内

2時間以上72時間以内

2時間以上72時間以内

2時間以上72時間以内

6時間以内

28㎏セット A液：14㎏
B液：14㎏｛

14㎏セット A液：  7㎏
B液：  7㎏｛

エポラマイルドプライマーS クリヤー ●ローラー、刷毛……無希釈 ─ 6時間以内

16㎏セット A液：14㎏
B液：  2㎏｛

※気温30℃以上では「エポラオールプライマー」「エポラマイルドプライマーＳ」「エポラ浸透遮熱プライマー」の可使時間
が短くなり「2時間」程度になります。夏場はA液とB液の攪拌後、必ず「2時間」以内に使い切るようにしてください。

構成製品一覧構成製品一覧

※上塗りの特注色は価格が割り高となります。受注後、
納期がかかります。ご了承ください。

標準塗装仕様
① ② ③ ④工法名

工程数

金
属
部
改
修
仕
様

既
存
塗
膜
が
あ
る
場
合
の
改
修
仕
様

エポラオールプライマー工法
標準仕様

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

水性プライマー工法
標準仕様

●NT水性カチオンプライマー
　使用量0.1～0.15㎏/㎡

●シルビア１液ハイブリッドセラ
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液ハイブリッドセラ
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

水性プライマー工法
遮熱仕様

●NT水性カチオンプライマー
　使用量0.1～0.15㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

シルビアサーフウールローラー工法
標準仕様

●シルビアサーフ
　使用量0.3～0.5㎏/㎡

●シルビア１液ハイブリッドセラ
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液ハイブリッドセラ
　使用量0.13～0.16㎏/㎡

シルビアサーフウールローラー工法
遮熱仕様

●シルビアサーフ
　使用量0.3～0.5㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

シルビアサーフ大波工法
標準仕様

●シルビアサーフ
　使用量0.8～1.5㎏/㎡

●シルビア１液ハイブリッドセラ
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液ハイブリッドセラ
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

シルビアサーフ大波工法
遮熱仕様

●シルビアサーフ
　使用量0.8～1.5㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

NTダンネツベース大波工法
遮熱・断熱工法

●NTダンネツベース
　使用量0.5～1.0㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

NTダンネツベース＋
NTダンネツコート大波工法
遮熱・断熱工法

●NTダンネツベース
　使用量0.5～1.0㎏/㎡

●NTダンネツコート
　使用量0.6～0.8㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●エポラオールプライマー
　使用量0.13～0.16㎏/㎡

●シルビア１液ハイブリッドセラ
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液ハイブリッドセラ
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

エポラオールプライマー工法
遮熱仕様

●エポラオールプライマー
　遮熱ホワイト
　使用量0.13～0.16㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

●シルビア１液
　ハイブリッドセラ遮熱
　使用量0.12～0.15㎏/㎡

─

─

─

─

─

─

─

─

─

標準塗装仕様

※記載の仕様は標準塗装仕様です。施工環境、施工条件、下地の凹凸などにより、使用量は増減します。
※下塗りは「エポラマイルドプライマーＳ」「エポラ浸透遮熱プライマー」も使用できます。
※下地の劣化が激しく、脆弱で吸い込みが多い場合は、下塗りに「エポラマイルドプライマーＳ」「エポラ浸透遮熱プライマー」を推奨します。ご使用に際しては最寄りの営業所へお
問い合わせください。
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●火気のあるところでは、絶対に使用しないでください。
●万一、火災が発生した場合はABC粉末消火器を用いてください。水は使用
しないでください。

●施工中、乾燥中ともに換気を充分に行ない、ミストや蒸気を吸い込まない
ようにしてください。

●取り扱い中は、できるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて有機ガ
ス用防毒マスク、手袋および前掛けなどの保護具を着用してください。

●取り扱い作業中、容器からこぼれないよう注意してください。こぼれた場合
は、直ちに布やウエスで拭き取るか、砂などを散布したのち処理してください。
●材料の付着した布やウエスなどは自然発火や引火の危険性があるため、廃
棄するまで水につけておいてください。

●容器はつり上げないでください。止むを得ずつり上げるときには、適切なつり
具で垂直に持ち上げ、落下に充分注意してください（偏荷重になると取っ手
が外れ、落下する危険性があります）。
●取り扱い後は手洗いおよびうがいを充分に行なってください。
●目に入った場合は多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けてく
ださい。

●誤って飲み込んだ場合は、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
●材料が皮膚に付着し、痛みや外観変化があるときは医師の診察を受けてく
ださい。

●蒸気やガスを吸い込んで気分が悪くなった場合は、空気の清浄な場所で安
静にし、必要に応じて医師の診察を受けてください。

●保管は必ずフタをし、直射日光の当たらない場所に保管してください。
●子供の手の届かないところに保管してください。
●中身を使いきってから廃棄してください。また、廃液・汚泥などは関係法規
に基づき、自社で適正に処理するか、産業廃棄物処理業者に委託して処理
してください。

●標準色以外をご指定された場合、褪色が早い場合や、塗膜性能低下が発生
する可能性があります。

●本製品は環境を配慮した材料を用いていますが、ご採用いただいたすべて
の人の健康状態を保証するものではありません。

●詳細な内容が必要な場合は警告ラベル、または安全データシート（SDS）
をご参照ください。

（よく読んでご使用ください）
取り扱い上の注意事項

■施工上の注意点
【素地調整について】
●粗面やALC面、多孔質下地などは「NTカチオンシリー
ズ」などを使用し、素地調整を行なってください。その
後は「NT水性カチオンプライマー」を塗布してください。
●風化面、吸い込みの多い下地の場合は再度、プライマ
ーを増し塗りしてください。
●既存塗膜の劣化状況によっては、別途プライマーや目
粗しが必要になります。
●素地の状態は表面含水率10％以下（ケット科学社製
CH-2型）または5％以下（ケット科学社製Hi500シリ
ーズ：コンクリートレンジ）の条件で塗装してください。
●表面のチョーキング、ごみ、ほこり、かび類、藻類、レ
イタンスなどは除去し、目違い、ジャンカ、コールドジ
ョイントなどは適切な下地処理を行なってください。
●高圧水洗機が使用できない場合はホースで水を流しな
がらブラシなどを使用し、ごみやほこり、かび類、藻類
を完全に除去してください。著しくかびや藻の発生し
やすい環境下では、防かび、防藻効果が充分に発揮さ
れない場合があります。
●高圧水洗機やスプレー塗装の際は、施工中のミスト飛
散防止の養生を充分に行なってください。
●赤錆、白錆、緑青など、錆の汚れには効果がありません。
錆が発生している場合はワイヤーブラシ、サンドペー
パーなどで除去して、金属用のエポラオールプライマ
ーを施工してください。
●油分が付着している場合は中性洗剤などを使用し、除
去してください。
●下塗りでパターンが必要な場合は、シルビアサーフまた
はNTダンネツベースを使用してください。ハイプルー
フやNT弾性コートなどの高弾性タイプの塗料は、塗
膜の割れを引き起こしますので使用しないでください。
●塗り替え塗装で既存塗膜が2液溶剤系フッ素樹脂塗料、
２液溶剤系シリコン樹脂塗料、弾性スタッコ、弾性リシン、
アクリルトップの場合、既存塗膜がすでに膨れている、ま
た既存塗膜の表面にピンホール（細かな気泡）が生じて
いる場合があります。その上に塗装しますと膨れがさら
に大きくなる可能性がありますので、上記の場合は既存
塗膜を完全に除去してください（とくに部材が軽量モル
タル、ALCパネル、窯業系サイディング、発泡ウレタンな
どを使用した断熱工法の外壁の場合は注意が必要で
す）。既存塗膜面を剥離した個所は、なるべく既存塗膜と
同一種類の塗料を用い、パターンの復旧を行なってくだ
さい。また「高断熱型外壁」に塗装する場合は、蓄熱、水分、
下地の状況、塗装環境など複数の条件が重なることで、
建材の変形、塗膜の膨れ、剥離が生じることがあります。

【塗料と塗装について】
●仕様書に書かれている数値は標準的なものであり、素
地の状態や形状、施工条件、気象条件などにより、多
少の幅が生じることがあります。
●使用後は塗装器具メーカーの指示に従い、適切な洗浄
および保管をしてください。
●夏季、炎天下でエアレスホース内に塗料を入れたまま
放置しますと、つまりの原因となります。
●外壁表面を水洗いした後や雨、露、霜で濡れている場
合は充分に乾燥させてから塗装してください。
●降雨、降雪が予測される場合や気温が5℃以下、湿度
80%以上での塗装は避けてください。
●塗膜が充分に乾燥しないときに降雨や結露などによる
水分の影響を受けた場合、塗膜表面の白化や割れ、シ
ミ、低汚染機能の喪失などが発生する可能性がありま
すので、水分の影響を受ける場合は施工しないでくだ
さい。また、乾燥までの時間を考慮して作業を実施して
ください。
●材料の保管は直射日光を避け、室温5℃以下、30℃以
上にならない室内で保管してください。低温では凍結
の恐れがあるため、ご注意ください。
●希釈率は試験施工などにより決定し、同一条件で施工
してください。ただし、希釈量は材料温度、色、施工条件、
施工方法により変化しますので事前に試し塗りを行な
ってください。
●塗装間隔や塗布量、希釈量は必ず守ってください。長
期の耐久性に影響があります。上塗は過剰希釈します
とハジキ、光沢低下、外観不良などの原因になります。
希釈量を厳守し塗装を行なってください。また、塗料が
濃色の場合、色相によっては標準の塗り回数では隠ぺ
いしない場合があります。その場合は塗り回数を増や
してください。
●補修塗りを行なう場合は、使用塗料のロット、希釈量、
塗装方法などの条件を同一にしてください。また塗装
方法が混在する場合、塗布量、表面肌が異なることで
若干の色相差や光沢差がでることがあります。ローラ
ー塗りと刷毛塗りが混在する場合は同一希釈量で行な
い、補修塗りは最小範囲で行なってください。またロー
ラー塗りの場合は、ローラーの目により仕上がり色相
が異なって見えることがありますので、ローラー目は
同一方向に揃えるように仕上げてください（目立ちにく
くなるように塗装してください）。
●塗装後、塗膜が乾燥するまでに養生テープを剥がして
ください。塗膜乾燥後に養生テープを剥がす場合はカ
ッターナイフなどを用いて取り外してください。

●可塑剤が多く含まれる塩ビゾル鋼板、塩ビラミネート、
プラスチック、ゴムパッキン、合成皮革、塩ビクロスな
どへの直接塗装は避けてください。また、これらの部
位に塗料が直接触れないようにしてください。
●建物の入隅部などに塗料が溜まりますと収縮割れを起
こす可能性がありますので、均一に塗装してください。
●シーリング材の劣化などがある場合には打ち替えを行
なってください。
●シーリング面への塗装は塗膜の汚染や剥離、収縮割れ
が発生する場合がありますので極力行なわないでくだ
さい。やむを得ずに使用する場合はシーリング材が完
全硬化した後に、シルビアＥプライマーを下塗りするこ
とで不具合の軽減がはかれますが、それでも、シーリ
ング材の種類、使用条件などにより、不具合が起こる
ことがあります。
●目地幅、隙間幅が大きい場合や建物やボードの動きの
激しい部位のシーリング部への塗装は塗膜が割れる場
合がありますので避けてください。
●シーリング材が使用されている部位周辺は、シーリン
グ材から溶出する可塑剤やシリコンオイルなどの付着
により、充分な低汚染性が発揮されない場合がありま
す。
●塗装色より既存塗膜の色が薄い場合、遮熱（温度低減）
効果が得られないケースもありますのでご注意くださ
い。また、色相により遮熱効果が変わります。
●NTダンネツベースおよびNTダンネツコートは冬季お
よび高湿度状態では塗膜の乾燥が極端に遅くなり、降
雨や結露などで塗膜表面に白化などの異常を引き起
こす可能性があります。このため、乾燥までの降雨や
結露などの水分の影響を考慮して施工してください。
また、NTダンネツベースおよびNTダンネツコートの
塗膜内部の乾燥不足状態で上塗を施工した場合、降雨
や結露などで膨れなどの不具合が発生する可能性が
あります。NTダンネツベースおよびNTダンネツコート
の乾燥を確認して上塗塗装を行なってください。
●大気中の浮遊鉄成分の多い地域では、この鉄成分が
塗膜表面に付着し塗膜が赤褐色に変色したように見え
る場合があります。
●傾斜壁の下端部、笠木などで水切りのない部位、排気
口周辺など、局所的に汚れの負荷が大きい場合は、低
汚染性が充分に発揮されない場合があります。
●排気ダクトから出る油などの有機物、車の排気ガス、
工場のばい煙などに含まれる粉塵が著しい場合は、塗
膜の耐汚染効果が発揮されず、汚れが付着する可能性
があります。
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